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T13研究 「USDM」のリスク管理への応用

Ｘリスク管理表ガイドラインの提案と、

実効性のあるリスクマネジメントへの取組み
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・リスクマネジメントの取組みにおける問題点と研究の端緒

・リスクマネジメントの実効性を高めるポイント

・Ｘリスク管理表ガイドラインについて

・今後の検討課題、取組み
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リスクマネジメントをやってはいるのだけど...

・ 何かあまり手ごたえがない

・ 機能しているように思えない

・ どれだけの効果が出ているのか分からない
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リスクマネジメントの取組みにおける問題点
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リスクマネジメントについて、手ごたえがない、効果が分からないと感じている方から

寄せられた、取組みにおける現場の問題点

• リスクとは何なのかの理解が曖昧なままリスクマネジメントを行っている

• リスクと課題の区別がついていない

• リスクマネジメントと危機管理の違いが理解されていない

•心配事やリスクの要因に相当するものを事象として捉えてしまう

• リスク管理表への記述に、曖昧な部分や個々の暗黙知に依存している部分
がある
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リスクマネジメントの取組みにおける問題点
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USDMによる仕様化技術の応用として、

要求の仕様化のスキームをリスク管理に応用することで

効果的なリスク対応策を引き出す考え方があります。
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研究の端緒

リスクマネジメントの実効性を高めるポイントとして

・ 要因をしっかりと掴み、的確に表現すること
・ リスクと要因の階層構造で対応策を引き出すこと

これらを研究してきました。
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USDMの概要

• USDM (Universal Specification Describing Mannerの略) とは、 要求を適切に表現することで、
 要求から仕様を漏れなく引き出すこと、関係者が内容を特定できることを狙いとした、要求と仕様の表記法です。

• USDMは、要求と仕様を階層化された構成で記述するための『要求仕様書（様式・フォーマット）』と、
 要求と仕様を適切に表現するための『記述マナー（Describing Manner）』から成り立っています。

USDMの要求仕様書フォーマット（最小構成）

参考資料 【T2研究活動成果】 USDMを簡単に理解してもらうための小冊子
https://affordd.jp/libraries/affordd-t2-usdmtext/

要求の配下に
仕様を配置
する階層化
された構成

要求と、その要求が
出てきた理由(背景)
をセットで表現

仕様をグループ化
することで
仕様漏れに
気付きやすくする
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リスク対応策

リスク対応策

リスク対応策

リスク管理表
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階層構造を応用したリスク対応策の引出し

• USDMの特徴である、要求と理由をセットで表現し、そこから仕様を引き出す構造が、
リスクと要因を識別して、そこからリスク対応策を引き出す構造と類似しています。

• 要求と仕様を階層化された構成で記述する形をリスク管理表にも応用できます。

リスクと要因をセットで表現

リスクと要因の表現を参照
しながら、その配下にリスク
対応策を引き出していく。
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Xリスク管理表のフォーマット（全体像）

USDMの階層構造を、リスクマネジメントに使う要素に対応させ、
リスク管理表のフォーマットにカスタマイズ。

・ ５つの記入エリアは、リスクマネジメント
プロセスの段階に応じて記入。

・ 1の「リスク記述エリア」を始めとして、
それぞれの記入エリアは次のプロセスの
インプットになっている構造。
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Xリスク管理表 ～リスク記述エリアについて～

Xリスク管理表のフォーマット (リスク記述エリア） ・ Xリスク管理表では、
要求の位置に要因から事象、影響まで
のリスク自体を1文で表現することで、
要因から影響までの関係性、因果関係
を意識させる狙い。

・理由の代わりに、リスクの要因、事象、
 影響の３つをセットで、それぞれ個別に
記述。

・記載欄を分けているのは、要因、事象、
影響として何を捉えているのか、
 関係者が特定（Specify）しやすく
するため。
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リスクの要因を見つけだす８つの視点

9

要因を適切につかむことが重要

① 「約束」から要因を見つける

② 「失敗」の定義から要因を見つける

③ 「仮定」から要因を見つける

④  前回との「差」から要因を見つける

⑤ 「新規性」から要因を見つける

⑥ 「変化」から要因を見つける

⑦ 「コンプライアンス（法令遵守）」の視点から要因を見つける

⑧ 「不安」から要因を見つける (不安の素､不安の種を探す)
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要因 見マトリクス（具体例）
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要因を適切につかむことが重要
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階層構造を活用したリスク対応策の引出し
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Xリスク管理表ガイドライン （主な内容）

「Xリスク管理表ガイドライン ～リスクを表現する方法、対応策を引き出す方法～」

【主な内容】
・ リスクの基本的概念
・ Xリスク管理表のフォーマットと記入項目・記入方法
・ リスクの要因、事象、影響の引き出し方法
・ リスク対応策の引き出し方法

ダウンロードはこちら→

https://affordd.jp/libraries/x-risk-guideline-v1/
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• Xリスク管理表ガイドラインについてのイントロダクション資料の作成

• Xリスク管理表を用いたリスクマネジメントの実効性を高めるため
①要因の把握と効果的な対応策を引き出す具体的方法
②対応策の評価方法
③対応策をいつ・どのように実行すべきか、の判断方法
を検討。

• Xリスク管理表による要因、対応策の参考例、問題集の作成
また、要望が多ければXリスク管理表を記述するワークショップ実施も検討。
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今後の検討課題、取組み
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ご清聴ありがとうございました！！！

14

おわりに
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